シンポジウム　源氏物語の小径を歩く難しさ、傑作を翻訳することは by Orsi Teresa Maria
本題に入ります前に、今回の話のタイトルについてご説明申し上げたいと思
います。このタイトルには明らかに 1994 年のウンベルト・エーコの Sei 



































































































































































し、《… we can take our station and  watch, through Mr Waley’s beautiful 
telescope, the new star rise, in perfect confidence that it is going to be large 
and luminous and serene》と記します。それにもかかわらず、また、《…not, 
nevertheless, a star of first magnitude. No: the lady Murasaki is not going to 











べています。《Murasaki Shikibu est le Marcel Proust du Moyen Age nippon; 
c’est une femme che a le genie, le sens des variations sociales, de l’amour, du 
drame humain, de la facon dont les etres se heurtent a l’impossible. On n’a 





































Melville と James Joyce を訳した Cesare Pavese、Faulkner と Lawrence を訳































Adriana Motti という人が日本語からではなく、かの有名なA. Waley の英訳
のものから訳されたものです。翻訳の翻訳ですので、二重の経路を経たことが





































































別な話になりますが、Marguerite Yourcenar が Nouvelles orientales を書い





























































Arthur Waley 英訳になぞらえて、《fior di zafferano》（saffron-flower）つまり
《サフランの花》という言葉が使われています。かなり優雅でかわいらしい花
のイメージを喚起させる言葉です。しかし一方、イタリアでは《サフラン色》
というのはサフランのめしべの赤色よりも、そのめしべから取り出すスパイス
の鮮やかな黄色として聞き取られ、従って北イタリアの名物料理のサフラン入
りのリゾットのイメージと結びついてしまいます。そこで、半学術的ではあり
ますが、《cartamo》（ラテン語でCarthamus tinctorium）という言葉を使う事
を選びました。イタリアの読者にはどういう花かとあまりピンと来ないかもし
れませんが、すくなくともミラノふうリゾットのイメージが目の前に浮かんで
くるのを避けることがでると思います。
結論ですが、最初のお話に戻りながら、文学と向き合う時に読者、その前に
翻訳者がたどらなければならないあの小径の話に戻って、色彩の定義や翻訳は
数多くの問題の中のただの一つに過ぎないと云えるでしょう。平安時代の建物
の構造、室内建具、几帳、帳代、御簾などの調度、空間の配置、その中の人の
動きの描写に至ると別のたどりにくい小径は数えられないほどたくさんありま
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す。
平安時代の社会の仕組みや上流階級の女性の暮らし方があまりにも現代と違
うので、その点にも苦労をしました。例えば、当時の姫君は部屋の奥深く籠っ
て滅多に外出もせず他人には顔も見せず声も聞かせない、まわりの女房たちが
ガードして、訪れた恋人ともいちいち女房を通して問答することや、室内でも
立ち上がって歩いたりはしないで、膝行したりいざって移動したことや、恋人
でも相手の女性の顔かたちも知らず、ただ人の噂で人柄を想像するしか方法は
なかったこと、など。
いままで例を挙げてみました困難はイタリア語への訳にとどまることではあ
りません。多分、現代日本語も含めた他の多くの言葉に関しても言えることで
しょう。ほとんどの場合において、それぞれの文化的バックグラウンドをもつ
ものを別の言葉に置き換えるというのは非常に困難なことなのです。こういう
困難を超える手段として、注釈を付けることが考えられます。それにより、読
者により掘り下げた探究の可能性を与えることもできます。
例のウンベルト・エーコは注釈を付けることは翻訳者の敗北であると述べて
います。
私は、最終的にはこの敗北を認めることにしました。編集者と話し合い、必
要な限りの注釈や基本用語索引に割くための十分なスペースを頂くことができ
ました。注釈と基本用語索引は読者の中断を可能な限りなくすため、付録とし
て巻末に付けました。
結論として、ボッカッチョのDecamerone の現代イタリア語訳をしたAldo 
Busi という作家がそのはしがきに述べている言葉を借りさせていただきます。
「最高の傑作というのはありとあらゆる翻案、リライト、調合、加筆、再現、
加工に耐えうるものです」
源氏物語は古典文学、そして最高の傑作ですので、今後永遠に繰り返される
翻訳、解釈に耐えうるだけのエネルギーをその内部に秘めているものと確信し
ています。
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